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東
京
都
下
水
道
局
の
取
り
組
み
は
今

年
ｉ
■
本
産
業
機‐‐
粧
工
業‐会
の
■
憂
秀

環
境
装
置
表
彰
■
一で
最
高
賞
分
経‐済
産
一

一様
改‐‐‐‐
大
競
罐
一
燿
議
縁
ｒ
一紳
・燎
あ
演
動
搬
一

に
電
力
消
費
量
の
２
割
を
削
減
で
き
る

と
ぃ
ぅ
。
一・一一
一
一

一
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一
都
の
施
設
で
は
一
全
国
的
な
主
流
の
一

・処
‐‐理
法‐
で
あ
る
一
活
性
汚、
泥
法
｝
で
汚
一

水
を
さ
れ
い
に
し
て
い
る
一
こ
こ
で
活

躍
す
る
の
は

，
‐‐
顕

‐
‐
‐
微
鏡
で
し
か
見
え
な
一

い
よ
う
な
小
さ
な
微
生
物
だ
。
つ
ま
り

一下
水
処
理
で
は
ず
バ
ク
テ
リ
ア
な
ど
の

生
物
の
パ
ワ
ー
を
借
り
て
い
汚
れ
を
除

・い
て
い
る
“　
一．

●
・
一
．　
　
・

・活
性
汚
泥
と
は
，
」
の
「微
生
物
を
含

ん
だ
汚
泥
「
と
い
う
意
味
だ
。
処
理
場

で
は
、
活
性
汚
泥
に
含
ま
れ
る
微
生
物

を
う
ま
く
働
か
せ
る
た
め
、
巨
大
な
送

風
機
で
空
気
を
送
り
込
む
な
ど
す
る
た

ト
ボ
ン
ブ
で
空
気
を
き

，
込
み
ず
上
下
か

・
向
の
流
れ
な
つ
ぐ
る
仕
組
み
の
模
型
¨

▲
改
良
し
た
反
応
槽
の
水
質
を
定
期
検
査

す
る
下
水
道
局
職
員
＝
い
ず
れ
も
東
京

都
日
野
市
の
浅
川
水
再
生
セ
ン
タ
ー

め
ｒ
多
く
の
電
力
を
使
う
。
そ
こ
で
東

京
都
は
、
少
な
い
電
力
で
こ
の
微
生
物

の
働
き
を
活
性
化
す
る
工
夫
を
し
た
‐。．

〓処
理
場
の
メ
ィ
ン
舞
台
は
，
巨
大
な

反
応
槽
だ
。
．汚
れ
の
も
と
で
あ
る
り
ん

や
窒
素
を
取
り
除
く
反
応
槽
は
ヽ
内
部

が

「嫌
気
槽
」

一
無
酸
素
槽
｝

「
好
気

一槽
」
と
呼
ば
れ
る
〓
室
に
分
か
れ
て
い

る
「
そ
れ
ぞ
れ
の
槽
内
で
、
り
ん
蓄
積

菌
や
脱
窒
菌
、
硝
化
菌
と
い
，
た
異
な

る
微
生
物
が
活
躍
す
る
。
　

・

二
ち

の
槽

一
つ
に

一

都
の
改
良
で
は
、
こ
の
う
ち
無
酸
素

・槽
と
好
気
槽
を

一
つ
に
ま
と
め
、
上
下

方
向
に
流
れ
る
渦
を
つ
く
つ
て
内
部
を

ゾ
■
ン
分
け
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ゾ
■
ン
で
脱
窒
菌
や
硝
化
菌
が
う
ま

く
働
く
よ
う
に
し
た
“　
　
．

一都
下
水
道
局
計
画
調
整
部
の
三
田
村

罐
九
珊
簗
鍔
蝉
贅

に
、
好
気
槽
の
あ
と
の
水
を
１
回
ハ
無

酸
素
槽
に
戻
す
よ
う
な
大
き
な
仕
組
み
．

．が
必
要
だ
つ
た
。
こ
れ
を
１
室
内
に
ま

・と
め
・る
‐こ
と
で
、
一Ｔ
レ
プ
の
電

‐
力
消
費‐

を
減
ら
し
、
一か
っ
攪
拌
機
も
不
要
に
な
一

っ
た
」
と
説
明
す
る
。
民
間
の
東
京
都

下
水
道
サ
ー
ビ
ス
と
メ
タ
ウ
ォ
ト
タ
ー
‐

と
共
同
で
取
り
組
み
、
成
功
し
た
ず

●
改
良
を
施
し
た
日
野
市
の
浅
川
水
再

生
セ
ン
タ
■
を
見
学
し
た
。
住
宅
街
に

隣
接
す
る
広
大
な
施
設
は
、
一反
応
槽
な

に
驚
い
た
ず
汚
水
の
い
や
な
臭
い
も
わ

・ず
か
だ
。
鈴
木
克
徳

一
北
多
摩
二
号
水

一再
生
セ
ン
タ
■
長
は

「
こ
れ
．か
ら
も
水

一質
改
善
と
省
エ
ネ
の
両
立
を
進
め
る
一

・と
話
し
た
“　
一
　
　
一一
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一汚
泥
活
用
も
課
題

・

■
国
土
交
通
省
の
報
告
書
に
よ
る
と
‐‐、

下
水
道
事
業
は
日
本
国
内
の
電
力
使
席

量
の
約
ι

ｏ
７
ん
の
電
力
を
消
費
し
て

い
る
。
下
水
処
理
施
設
の
省

エ
ネ
は
全

国
的
な
課
題
だ
。
国
交
省
は
昨
年

、
・

「省

エ
ネ
技
術
導
入

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を

一策
定
し
、
自
治
体
に
働
き
か
け
て

い

る
一
２
本
柱
は

「
設
備

の
改
造
」
と

「運
転
方
法
の
改
善
」
だ
。
．

・
・
東
京
都
の
取
り
組
み
は
大
規
模
な
施

・設
に
適
し
た
改
造
だ
が
、
ほ
か
に
も
小

規
模
施
設
が
取
り
組
む
独
自
の
方
法
が

あ
る
。
た
と
え
ば
１
台
の
大
容
量
ポ
ン

一プ
を
動
か
し
な
が
ら
弁
の
開
閉
で
流
量

・を
調
整
す
る
の
で
な
く
、
複
数
の
小
容

量
ポ
ン
プ
に
換
え
て
動
か
す
台
数
を
調

一整
す
る
よ
う
に
し
た
こ
と
で
ヽ
無
駄
を

ヽ

減
ら
し
た
例
な
ど
だ
っ
ま
た
、
日
常
の
運

転
方
法
を
改
良
す
る
省

エ
ネ
も
あ
る
一

国
交
省
下
水
道
部
の
松
澤
秀
典
さ
ん

は

「施
設
の
省
エ
ネ
は
環
境
保
全
に
貢

献
す
る
だ
け
で
な
く
ヽ
利
用
者
の
コ
ス

ト
削
減
に
も
つ
な
が
る
」
と
話
す
。
バ

イ
オ
マ
ス
や
農
業
肥
料
に
有
効
利
用
し

て
い
る
下
水
汚
泥
の
割
合
も
〓
割
未
満

一

・で
ヽ
一
層
の
効
率
化
が
目
標
だ
と
・い

う
。一　
　
　
　
　
　
　
　
一
（伊
藤
隆
太
郎
）

一
暮
ら
し
を
支
え
る
下
水
道
施
設
は
ヽ
実
は
大
量
の
電
力
を
消
費
す
る
「
巨

大
工
場
「
で
も
あ
る
一
施
設
の
省
エ
ネ
は
、
二
酸
化
炭
素
を
減
ら
し
て
地
球

温
暖
化
を
抑
え
る
大
き
な
健
に
な
る
”
自
治
体
や
設
備
メ
■
力
■
が
，
さ
ま

ざ
ま
な
技
術
改
良
に
挑
ん
で
い
る
。
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微生物の顕微鏡写真圭

東京都下本道局提供


